
 

第Ⅱ章 食肉等の購入状況 

 

１．一週間の食肉購入状況 

１．１．1 世帯当り平均購入金額 

食肉等の購入における「1 世帯当り平均購入金額」についての分析を行う。「1

世帯当り平均購入金額」は、その食材を購入した人も購入しなかった人も含め

た 1 世帯当りの一週間の平均購入金額である。 

図表Ⅱ－1 食肉等の 1 世帯当り平均購入金額の推移 

（単位:円）

0
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1,000

ブランド和牛肉 140.5 175.7 116.7 140.6 214.3 141.0 161.4

その他国産牛肉 368.1 321.5 327.7 322.2 370.5 294.4 270.9

輸入牛肉 155.8 132.7 138.5 133.3 134.8 110.2 119.1

豚肉 535.0 553.5 555.7 557.3 596.5 520.0 559.2

挽肉 148.2 156.8 151.4 176.1 148.1 158.6 143.8

鶏肉 290.0 325.9 340.4 316.5 327.9 299.4 321.3

魚類 799.5 830.6 728.6 846.5 814.3 708.7 690.9

H17/12 H18/6 H18/12 H19/6 H19/12 H20/6 今回

 

前回調査で減少した「ブランド和牛肉」と「輸入牛肉」は、それぞれ 20.4 円、

8.9 円と微増している。 

それに対して「その他国産牛肉」は、前回調査からさらに 23.5 円減り 270.9

円となっている。17 年 12 月調査と比べ、この「その他国産牛肉」と「魚類」

の減少は顕著である。 
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図表Ⅱ－2 1 世帯当り平均購入金額：年代別 
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（単位:円）

 

回答者全体での 1 世帯当り平均購入金額の合計は 2,266 円である。前回調査

と比べると 34 円増加している。 

年代別に見ると、年代が高くなるほど 1 世帯当りの平均購入金額は大きくな

っている。「10 代」における平均購入金額が 1,539 円であるのに対して、「60 代

以上」では 3,251 円と「10 代」の 2.1 倍の購入金額となっている。 

「ブランド和牛肉」と「その他国産牛肉」は、高年層になるほど購入金額が

大きくなる傾向が特に強く、「10 代」に比べ「60 代以上」は、「ブランド和牛肉」

が 1.3 倍、「その他国産牛肉」が 3.5 倍購入している。 

「魚類」は、特に高年層での購入金額が大きく、「60 代以上」の 1,196 円は「10

代」の 4.2 倍にあたる。 
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 図表Ⅱ－3 1 世帯当り平均購入金額：地域別 
（単位:円）

161 271 119 559 144 321 691

134 500 129 336 704

99 164 89 528 124 244 669

146 237 79 619 145 335 858

156 240 97 584 130 279 701
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「魚類」を除いた「精肉計」の 1 世帯当り平均購入金額で比較すると、「近畿」

の購入金額が最も大きく 1,893 円、次いで「中国」の 1,831 円となっている。

一方、平均購入金額が小さいのは「東北」の 1,248 円、「北海道」の 1,309 円、

「沖縄」の 1,531 円である。全体的に西日本における購入金額が大きく、東日

本が小さい傾向が見られる。 

食材別に見ると、「豚肉」や「挽肉」では地域による購入金額の違いがほとん

ど見られないのに対して、「牛肉」は地域によって購入金額がばらついている。

「ブランド和牛肉」は、「東海」の 301 円が突出しており、「中国」も 225 円と
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大きいが、「沖縄」は 22 円と非常に小さい。 

「その他の国産牛肉」についても、「ブランド和牛肉」ほどではないが、地域

による差異が見られ、「近畿」が 439 円、「中国」が 404 円、「四国」が 376 円、

「九州」が 354 円であるのに対して、「北海道」が 108 円、「沖縄」が 118 円、

「東北」が 164 円と小さい。「その他の国産牛肉」は、「近畿」、「中国」、「四国」、

「九州」といった西日本で平均購入金額が大きく、「北海道」、「東北」といった

東日本で小さい傾向が見られる。 

「沖縄」は「牛肉計」の購入金額が 437 円で全体平均よりも低い金額である

が、「輸入牛肉」の購入金額に限っては 297 円と他地域の倍以上の金額である。 
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 図表Ⅱ－4 1 世帯当り平均購入金額：世帯年収別、世帯構成別 

 （単位:円）

牛肉計
ブランド

和牛
その他

国産牛肉
輸入牛肉

　300万円未満 467 1,029.4 308.2 83.9 134.8 89.5 370.1 121.3 229.9 428.5

　300～499万円 530 1,463.8 498.0 144.1 258.2 95.6 507.3 131.6 326.9 639.4

　500～699万円 506 1,595.4 526.8 128.0 265.0 133.8 609.5 138.8 320.3 672.5

　700～999万円 397 1,958.6 722.1 218.0 342.4 161.6 691.9 179.2 365.5 954.5

　1,000万円以上 168 2,493.4 1,074.6 401.0 540.8 132.9 789.7 175.7 453.5 1,024.2

子供が小学生以下の世帯 340 1,523.1 435.6 89.5 232.6 113.6 543.1 167.7 376.8 547.1

成長期の子供がいる世帯 492 1,759.2 627.0 197.4 250.8 178.7 607.9 167.3 357.1 602.1

２０歳代の成人がいる世帯 539 1,519.9 506.1 174.1 238.9 93.1 570.3 128.6 315.0 617.2

子供がいない世帯 516 1,407.8 482.6 110.6 277.9 94.2 511.6 133.9 279.7 753.3

高齢者のみの世帯 184 1,817.1 889.0 303.0 470.1 115.9 560.1 109.6 258.5 1,234.4

魚類世帯数
牛肉

精肉計

豚肉 挽肉 鶏肉

 
 

「精肉計」の 1 世帯当り平均購入金額は、世帯年収が上がるに従って大きく

なる傾向が見られる。 

食材別では、精肉全体の傾向と同様に「牛肉計」の購入金額は、世帯年収が

上がるに従って大きくなっている。「ブランド和牛肉」、「その他の国産牛肉」の

購入金額の全てにおいてこの傾向が見られる。 

「1000 万円以上」に関しては、前回の調査から「ブランド和牛」が 93.2 円、

「その他の国産牛肉」は 58.2 円減少している。「1000 万円以上」での購入金額

の減少は前々回調査から 2 回連続であるが、それでも他の年収層に比べると「牛

肉計」の購入金額は圧倒的に大きい。 

世帯構成別では、「高齢者のみの世帯」の「精肉計」の購入金額が 1,817.1 円

で最も大きくなっている。さらに「ブランド和牛」と「その他国産牛肉」の購

入金額も「高齢者のみの世帯」で最も大きく、高齢者の消費行動が価格に左右

されにくいことを表していると言える。「魚類」の購入金額についても、「高齢

者のみの世帯」で 1,234.4 円と最も大きくなっている。 

 - 43 - 



 

１．２．購入形態別・1 世帯当り平均購入金額 

図表Ⅱ－5 購入形態別・1 世帯当り平均購入金額の推移 
（単位:円）
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今回の調査で「牛肉」の 1 世帯当り購入金額が最も大きかったのは、「薄切り

スライス」の 234.7 円で、次いで「切り落とし・小間切れ」の 93.3 円である。

過去 6 回の調査を通してこの順位に変動はない。 

「薄切りスライス」の購入金額は、冬場（12 月調査時）に多く、夏場（６月

調査時）に減少する大きな季節的な特徴が見られる。今回の調査においても、

平成 20 年 6 月調査時の 158.2 円から 234.7 円と 76.5 円増加している。 

「焼肉用スライス」に関しては、6 月調査に比べ 63.9 円と大幅に減少をした。

「焼肉用スライス」も過去の調査においては、夏場に多く、冬場に少ない特徴

が見られたため、単に季節的な変動で落ち込んだ可能性もある。次回 6 月調査

の動向を注視したい。 

「豚肉」においても、「薄切りスライス」の購入金額が最も大きく 254.1 円で、

次いで「切り落とし・小間切れ」の 139.5 円である。「薄切りスライス」は牛肉

同様、冬場（12 月調査時）に多く購入される傾向が見られる。「切り落とし・小

間切れ」は年々上昇傾向にある。その他の形態は、ほぼ横ばいに推移している。 
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図表Ⅱ－6 購入形態別・1 世帯当り平均購入金額：地域別、年代別 

（単位:円） 

ブロック 切り身 角切り
焼肉用
スライス

薄切り
スライス

切り落とし
小間切れ

ブロック 切り身 角切り
焼肉用
スライス

薄切り
スライス

切り落とし
小間切れ

今回調査全体 46.7 46.6 24.2 78.3 234.7 93.3 65.8 35.2 10.1 30.3 254.1 139.5

１０代 114.4 28.5 30.6 52.9 161.8 48.2 41.3 22.1 4.9 33.9 132.0 121.9

２０代 14.5 39.3 20.5 41.0 88.8 65.9 61.9 14.1 5.8 12.5 162.9 134.9

３０代 18.6 15.6 15.5 61.7 169.7 95.6 34.0 18.6 7.5 18.5 211.0 181.1

４０代 46.4 44.6 25.8 80.2 228.7 88.1 58.0 34.2 12.9 35.9 319.9 160.1

５０代 39.5 48.3 32.3 85.7 302.6 130.1 89.0 53.5 12.3 37.2 326.5 120.0

６０代以上 87.7 107.4 23.1 142.4 435.7 104.3 107.6 64.8 14.2 45.6 294.3 96.5

北海道 21.5 16.4 3.9 41.7 171.0 52.6 68.9 34.2 6.6 36.7 247.3 104.3

東北 9.4 50.4 14.2 69.6 122.3 77.0 64.6 53.4 8.5 44.3 181.2 148.8

関東 27.8 60.8 13.6 56.1 189.6 92.8 22.8 44.6 13.5 44.8 253.8 211.1

北陸 46.9 32.3 27.0 55.2 235.8 78.8 49.8 28.1 18.0 49.6 199.1 203.2

東海 80.5 41.8 19.6 98.9 324.1 114.3 61.9 14.2 8.3 33.9 223.6 167.2

近畿 71.1 70.3 56.4 96.6 318.4 93.9 47.3 49.6 7.0 13.2 369.3 120.6

中国 51.7 63.7 25.8 123.1 351.8 115.5 51.5 34.2 11.2 21.5 324.8 128.4

四国 96.9 41.5 30.9 24.1 263.7 140.4 41.3 16.3 9.9 15.9 245.5 122.7

九州 30.7 44.3 29.5 95.7 249.4 92.2 55.3 49.2 7.9 23.6 265.8 104.9

沖縄 31.9 45.0 21.4 121.2 130.9 77.3 187.6 28.3 10.0 20.0 231.4 88.2

牛肉 豚肉

 

「牛肉」の傾向 

年代別では、全体的な傾向として年代が高くなるほど購入金額が増える傾向

が見られる。特に「薄切りスライス」でこの傾向が強く、「50 代」が 302.6 円、

「60 代以上」が 435.7 円と他の他の年代に比べ圧倒的に大きい。「焼肉用スライ

ス」においても同様の傾向が見られる。 

地域別に見ると、「薄切りスライス」では「中国」が 351.8 円と突出しており、

「東海」が 324.1 円で続いている。「焼肉用スライス」は「中国」が 123.1 円で

突出しており、続く「沖縄」が 121.2 円である。また、「ブロック」では「四国」

が 96.9 円、「切り落とし・小間切れ」でも「四国」が 140.4 円と突出している。 

「豚肉」の傾向 

年代別では、「切り落とし・小間切れ」以外は、年代が高くなるに従って 1 世

帯当り平均購入金額が大きくなる傾向が見られる。 

地域別に見ると、「牛肉」ほど東日本と西日本の格差がはっきりしていない。

「関東」「北陸」は、地域の平均よりも大幅に上回る項目を多いが「関東」の「ブ

ロック」の購入金額は 22.8 円と他地域に比べて顕著に少ない。 
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図表Ⅱ－7 購入形態別・1 世帯当り平均購入金額：世帯年収別、世帯構成別 
 

（単位:円） 

ブロック 切り身 角切り
焼肉用
スライス

薄切り
スライス

切り落とし・
小間切れ

ブロック 切り身 角切り
焼肉用
スライス

薄切り
スライス

切り落とし・
小間切れ

今回調査全体 46.7 46.6 24.2 78.3 234.7 93.3 65.8 35.2 10.1 30.3 254.1 139.5

　300万円未満 42.5 14.1 5.0 38.7 122.9 61.5 65.7 15.5 3.6 13.2 146.3 111.0

　300～499万円 25.5 63.3 26.2 91.7 194.5 83.2 51.7 23.8 9.5 25.8 222.2 154.0

　500～699万円 33.2 42.1 28.7 70.7 220.3 95.5 56.2 36.4 15.6 27.9 272.1 162.8

　700～999万円 45.3 57.7 40.0 82.4 347.2 106.8 89.8 54.6 9.7 52.7 313.0 133.8

　1,000万円以上 170.4 72.6 20.5 160.8 453.4 174.6 80.3 77.5 14.6 46.4 464.7 119.4

子供が小学生以下の世帯 21.6 32.4 39.4 81.9 132.6 110.1 56.3 24.5 5.5 33.4 225.1 166.4

成長期の子供がいる世帯 97.7 32.7 31.4 79.1 250.1 96.3 58.0 28.9 12.3 30.0 283.1 170.9

２０歳代の成人がいる世帯 11.7 55.0 19.5 78.6 222.8 90.7 75.1 51.3 7.6 23.5 260.7 127.6

子供がいない世帯 52.7 33.7 11.8 48.1 242.4 76.7 71.9 28.5 12.4 30.7 222.2 125.1

高齢者のみの世帯 42.7 122.0 25.2 153.3 395.1 108.4 60.3 43.8 13.4 43.9 300.0 81.7

牛肉 豚肉

「牛肉」の傾向 

年収別では、ほとんどの購入形態において年収が上がるに従って 1 世帯当り

購入金額が増える傾向が見られるが、「角切り」は「700～999 万円」で最も大

きくなっている。「ブロック」では、「300 万円未満」が 42.5 円なのに対して、

「1000 万円以上」では 170.4 円となっており、高所得層で特に購入金額が多く

なっている。同様の傾向は「焼肉用スライス」「薄切りスライス」でも見られる。 

世帯構成別では、「高齢者のみの世帯」において「薄切りスライス」の購入金

額が 395.1 円と他の世帯構成に比べて大きい。また、「成長期の子供がいる世帯」

では、「ブロック」が 97.7 円となっている。 

「豚肉」の傾向 

「切り落とし・小間切れ」を除く購入形態では、世帯年収別が高い世帯ほど 1

世帯当りの平均購入金額が増える傾向が見られる。特に「切り身」でこの傾向

が強く見られ、「300 万円未満」が 15.5 円なのに対して「1,000 万円以上」では

77.5 円と 5 倍高くなっている。 

世帯構成別では、「切り落とし・小間切れ」においては、子供の年齢が低い程

世帯当りの平均購入金額が増える傾向が見られる。
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１．３．部位別・1 世帯当り平均購入金額 

図表Ⅱ－8 購入部位別・1 世帯当り平均購入金額の推移 
（単位:円）

0.0

100.0

200.0

300.0

牛肉 25.2 36.0 20.0 35.3 24.83 19.37 75.3 91.8 72.6 128.2 92.98 91.29 205.6 174.2 203.3 245.6 146.7 177 42.0 19.4 44.2 47.6 20.65 23.42 105.4 76.5 80.8 89.5 109.7 99.87 60.4 70.7 64.0 68.8 51.45 66.18

豚肉 18.6 28.3 26.7 26.5 22.9 27.08 58.7 70.2 67.9 73.5 72.37 72.07 127.7 125.0 128.1 149.4 129 127.3 42.2 20.9 26.8 24.3 21.9 21.12 121.5 124.2 125.9 159.7 154.6 170.5 76.7 93.3 85.7 98.3 70.09 80

H18/

6

H18/

12

H19/

6

H19/

12

H20/

6
今回

H18/

6

H18/

12

H19/

6

H19/

12

H20/

6
今回

H18/

6

H18/

12

H19/

6

H19/

12

H20/

6
今回

H18/

6

H18/

12

H19/

6

H19/

12

H20/

6
今回

H18/

6

H18/

12

H19/

6

H19/

12

H20/

6
今回

H18/

6

H18/

12

H19/

6

H19/

12

H20/

6
今回

 

ばら ヒレ ロース 肩ロース 肩 もも 

 

「牛肉」の 1 世帯当り平均購入金額が最も大きかった部位は、「ロース」の

177.0 円で、次いで「ばら」の 99.87 円、「肩ロース」91.29 円となっている。

前回の調査同様の順位になっている。 

「ロース」は、前回に比べ 30.3 円増加している。他には、「ヒレ」が前回に

比べ 14.73 円増加している。 

前回調査まで、「肩ロース」は、冬場（12 月調査時）に購入金額が大きく、夏

場（6 月調査時）に購入金額が小さいという傾向があったが、今回調査では微減

している。 

「豚肉」では、「ばら」と「もも」で購入金額が増加している。「ばら」は前

回調査に比べ 16 円増加しており 170.6 円となっている。「もも」は 9.9 円増の

80 円である。平均購入金額は前回調査と同様、「ばら」が最も大きく、次いで「ロ

ース」となっている。「豚肉」の場合も、「牛肉」と同様に「肩ロース」におい

て冬場に購入金額が大きく、夏場に小さくなる傾向があるが、今回の調査では

逆に微減している。 
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図表Ⅱ－9 購入部位別・1 世帯当り平均購入金額：年代別、地域別 

（単位:円） 

肩 肩ロース ロース ヒレ ばら もも 肩 肩ロース ロース ヒレ ばら もも

今回調査全体 19.4 91.3 177.0 23.4 99.9 66.2 27.1 72.1 127.3 21.1 170.5 80.0

１０代 18.1 58.6 245.0 10.8 41.0 55.0 6.6 16.1 66.3 29.5 112.8 86.6

２０代 11.9 34.0 100.6 16.0 47.0 17.0 16.2 43.2 56.3 5.6 189.4 40.8

３０代 10.8 57.5 137.5 0.0 111.4 34.4 43.3 49.3 108.7 10.9 158.0 66.8

４０代 25.0 74.7 156.8 7.8 89.9 113.5 29.9 93.2 159.8 17.0 191.7 95.8

５０代 28.5 133.7 132.2 22.3 146.7 83.1 32.2 107.7 144.5 32.0 184.8 108.1

６０代以上 19.8 182.6 355.4 93.0 126.3 80.0 18.2 90.4 195.6 37.4 154.7 76.1

北海道 25.8 43.3 126.4 45.2 43.3 45.0 33.7 78.4 102.7 25.8 106.2 138.0

東北 15.9 62.2 101.7 5.3 92.3 33.6 26.8 74.8 113.8 12.5 164.3 73.5

関東 25.2 98.1 122.9 34.8 56.7 42.2 33.0 74.4 157.4 5.5 223.5 64.4

北陸 14.6 84.5 197.2 8.7 82.6 29.8 15.9 88.4 100.0 31.6 195.7 74.9

東海 26.6 157.6 224.5 36.0 89.0 112.3 44.0 59.8 120.6 20.9 155.3 92.2

近畿 22.0 79.0 259.6 37.3 133.1 81.0 12.9 89.5 195.2 29.8 155.9 95.1

中国 26.3 102.2 223.1 24.8 154.3 118.3 27.6 54.2 163.7 22.0 201.4 76.6

四国 14.8 63.5 220.8 0.0 164.9 85.1 31.3 53.0 122.2 15.3 130.9 94.7

九州 13.3 87.9 151.3 31.9 108.7 113.8 33.2 58.0 104.3 31.3 140.0 76.1

沖縄 9.8 134.0 146.1 10.8 76.2 6.0 13.5 88.7 94.8 16.9 230.3 17.2

牛肉購入部位別 豚肉購入部位別

 
「牛肉」の傾向 

年代別では、ほぼ全ての購入部位で年代が高くなるほど平均購入金額が大き

くなっている。「肩ロース」では、「10 代」が 58.6 円なのに対して「60 代以上」

が 182.6 円と 3.1 倍購入している。「ロース」は「10 代」が 245 円と多くなって

いるが、「20 代」以上ではおよそこの傾向に従っている。 

地域別に見ると、「ロース」では「近畿」が 259.6 円と突出しており、「肩ロ

ース」は「東海」が 157.6 円と他の地域に比べ大きくなっている。 

「ばら」は「四国」の 164.9 円で最も高い数字となっている。 

「豚肉」の傾向 

「牛肉」と同様に、全体的には年代が高くなるに従って購入金額が増える傾

向が見られる。特に、「ロース」と「肩ロース」でこの傾向が強く、「ロース」

は「10 代」が 66.3 円なのに対して「60 代以上」が 195.6 円と約 3 倍、「肩ロー

ス」は「10 代」が 16.1 円なのに対して、「60 代以上」が 90.4 円と 5.6 倍購入

している。但し、「ヒレ」や「もも」などの一部の部位は、20 代よりも 10 代の

購入金額が大きくなっている。 

地域別では、「ロース」が「近畿」で 195.2 円と若干高い。 
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図表Ⅱ－10 購入部位別・1 世帯当り平均購入金額：世帯年収別、世帯構成別 

 

肩 肩ロース ロース ヒレ ばら もも 肩 肩ロース ロース ヒレ ばら もも

今回調査全体 19.4 91.3 177.0 23.4 99.9 66.2 27.1 72.1 127.3 21.1 170.5 80.0

　300万円未満 6.1 58.4 98.9 6.3 56.1 39.9 16.1 43.2 63.9 13.3 136.2 40.1

　300～499万円 15.0 68.8 212.1 21.2 90.4 36.1 23.8 77.7 101.8 12.5 163.1 61.9

　500～699万円 13.0 76.5 140.7 16.0 134.8 62.4 35.6 72.2 124.6 22.9 186.2 102.3

　700～999万円 42.3 150.2 174.2 37.3 100.6 111.5 34.2 82.2 170.8 35.7 181.9 116.6

　1,000万円以上 35.6 160.5 399.9 68.2 146.6 139.8 25.7 111.4 292.1 30.4 218.8 96.1

子供が小学生以下の世帯 17.4 62.3 129.8 6.3 110.4 47.8 34.6 68.1 123.6 29.9 142.2 71.3

成長期の子供がいる世帯 24.3 86.9 204.2 26.1 102.5 93.0 32.7 79.5 135.7 18.9 188.1 94.1

２０歳代の成人がいる世帯 15.4 101.5 132.0 18.5 81.7 67.8 24.6 71.5 120.8 14.0 195.6 77.2

子供がいない世帯 15.0 74.8 153.6 25.8 111.2 42.9 22.9 64.6 118.7 18.7 163.6 75.0

高齢者のみの世帯 34.0 172.9 388.6 55.4 95.0 89.0 17.0 82.5 155.2 38.7 121.9 80.6

牛肉購入部位別 豚肉購入部位別

 

（単位:円）

 

「牛肉」の傾向 

「ロース」の 1 世帯当り購入金額は、「1,000 万円以上」が突出している。全

体の 1 世帯当り平均購入金額が 177.0 円なのに対して、「1,000 万円以上」では

399.9 円と他の年収層を大きく引き離している。 

世帯構成別では、「肩ロース」と「ロース」で「高齢者のみの世帯」がそれぞ

れ 172.9 円、388.6 円と突出しており、「肩」と「ヒレ」も、「高齢者のみの世帯」

で他の世帯より購入金額が大きくなっている。 

「豚肉」の傾向 

「ロース」は、世帯年収が上がるに従って 1 世帯当り平均購入金額が大きく

なっており「1,000 万円以上」が 292.1 円と突出している。「肩ロース」と「ば

ら」でも世帯年収が上がるほど購入金額が大きくなっている。 

世帯構成別では、「成長期の子供がいる世帯」と「２０歳代の成人がいる世帯」

で「ばら」の 1 世帯あたり平均購入金額が高くなっている。また、「肩ロース」

と「ロース」では「高齢者のみの世帯」の購入金額が突出している。「肩」と「ヒ

レ」に関しては、世帯構成間で顕著な差異は見られない。 
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１．４．購入世帯当り購入量と 100g あたり購入単価 

図表Ⅱ－11 食肉の購入世帯当り購入量および購入単価（100g 当り）の推移 

 

0.0
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（単位：黒丸印：g、白丸印：円）

挽肉 豚肉 輸入牛肉 その他の 

国産牛肉 

ブランド和牛肉 

牛肉全体 鶏肉 

 

「牛肉合計」の購入世帯当り購入量は 491.4g で、前回調査から 27.8g 増加し

ている。対する「牛肉合計」の購入単価は、前回調査よりも 100g あたり 11.2

円減少している。全ての牛肉において僅かながら減少があり、特に影響を与え

たものは見られない。 

「豚肉」の購入量は、前回調査に比べ 27.5g 増加しており、冬場（12 月調査

時）に購入金額が大きく、夏場（6 月調査時）に購入金額が小さいという傾向が

見られる。 

「挽肉」と「鶏肉」の購入量は、それぞれ 384.4g、540.3g で前回調査と同程

度である。 

「ブランド和牛肉」や「その他の国産牛肉」の単価の変動が大きいのに対し

て、「豚肉」「挽肉」「鶏肉」の単価はほとんど変動が見られず安定的である。 
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１．５．種類別・購入世帯当り平均購入量 

図表Ⅱ－12 種類別・購入世帯当り平均購入量：地域別 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

ブランド和牛 579.9 325.0 418.9 811.9 678.7 439.8 417.6 751.9 509.5 346.0

その他国産牛肉 509.4 407.4 401.2 393.5 352.9 430.1 343.4 399.8 413.7 446.1

輸入牛肉 434.0 377.9 426.1 603.1 456.4 437.7 579.3 420.2 361.9 511.1

豚肉 568.4 578.1 551.4 579.5 535.4 540.2 543.5 558.3 499.1 625.3

挽肉 397.2 346.5 388.7 360.3 362.6 416.7 394.1 418.2 369.9 387.8

鶏肉 629.0 511.0 514.9 486.0 502.3 533.3 471.7 573.5 593.0 585.7

北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄

 

（単位:g）

 

「図表Ⅱ－3 1 世帯当り平均購入金額：地域別」では、東日本に比べ西日本

（「近畿」「中国」「四国」「九州」）で「牛肉」の購入金額が大きい傾向が見られ

たが、「図表Ⅱ－12」に示す購入世帯当り平均購入量を見ると西日本が特別多い

わけではなく、むしろ「北陸」や「東海」の購入量が多くなっている。このデ

ータから、「近畿」「中国」「四国」「九州」において「牛肉」の 1 世帯当り平均

購入金額が大きいのは、購入量が他地域より大きいのではなく、購入する世帯

が他地域よりも多いからであることが分かる。この分析結果は、「図表Ⅱ－21 

食肉類の購入世帯率：地域別、年代別」で、「近畿」「中国」「四国」「九州」の

購入世帯率が他地域よりも高くなっていることと整合している。 
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図表Ⅱ－13 種類別・購入世帯当り平均購入量：世帯構成別 

（単位:g） 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

ブランド和牛 585.1 645.7 623.7 461.0 345.6

その他国産牛肉 377.7 413.0 418.1 406.4 351.9

輸入牛肉 482.9 519.9 401.9 434.2 474.0

豚肉 570.9 618.9 574.2 509.5 449.5

挽肉 403.0 424.7 406.4 311.2 354.0

鶏肉 617.0 586.7 540.1 489.1 383.9

子供が小学生

以下の世帯

成長期の子供が

いる世帯

２０歳代の成人が

いる世帯

子供がいない

世帯

高齢者のみの

世帯

 

 

購入世帯あたり世帯購入量では、全体的な傾向として「成長期の子供がいる

世帯」で購入世帯あたり購入量が多い傾向が見られ、次いで「子供が小学生以

下の世帯」と「20 歳代の成人がいる世帯」が多くなっている。また、「子供がい

ない世帯」「高齢者のみの世帯」で少なくなっている。 

「子供のいない世帯」と「高齢者のみの世帯」は、他の世帯構成に比べて 1

世帯あたりの構成人数が少ないものと考えられ、世帯人数の少ない世帯におい

て食肉の消費量が少ないことは当然の結果と言える。 

但し、「子供のいない世帯」と「高齢者のみの世帯」における「輸入牛肉」の

購入量は、唯一この傾向に従っていない。 
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１．６．種類別・平均購入単価 

図表Ⅱ－14 種類別・平均購入単価（100g 当り）：地域別 

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

ブランド和牛 690.3 787.8 654.7 389.8 602.2 534.2 683.0 550.8 376.0 350.3

その他国産牛肉 170.8 239.7 283.9 281.1 326.9 290.8 281.0 249.8 281.2 273.4

輸入牛肉 144.4 148.5 137.5 130.8 171.4 146.2 170.8 151.1 182.7 145.5

豚肉 117.0 126.6 138.4 132.0 129.8 152.8 143.2 126.4 135.8 133.0

挽肉 102.7 109.0 112.0 109.1 109.3 110.4 117.4 105.7 116.0 133.8

鶏肉 93.1 89.5 110.4 103.0 105.7 115.5 106.6 99.8 91.9 94.9

北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄

 

（単位:円）

 

「ブランド和牛肉」に関しては、「東北」における平均購入単価が 787.8 円と

最も高く、次いで「北海道」の 690.3 円となっている。「ブランド和牛肉」は、

他の食材と比べ平均単価のバラツキが大きい。これは、「ブランド和牛肉」は購

買者が少なく、特定回答者の影響を大きく受けてしまうことと、購入した商品

が「ブランド和牛肉」かどうか判断しづらい面があるため、消費者の誤認によ

って単価がばらついてしまうことが考えられる。全体的に、上位 4 地域（北海

道、東北、関東、中国）を除いた地域での差異は小さい。 

その他の食材に関しては、地域による格差がそれほど大きくない。 
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図表Ⅱ－15 種類別・平均購入単価（100g 当り）：年収別 

（単位:円） 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

ブランド和牛 579.6 549.6 521.0 473.8 699.9

その他国産牛肉 252.2 280.8 257.6 288.0 274.0

輸入牛肉 140.6 150.7 150.6 154.5 163.9

豚肉 131.4 123.5 131.4 136.3 162.3

挽肉 126.6 105.7 105.6 116.9 117.9

鶏肉 95.2 95.5 94.6 112.7 118.9

　300万円未満 　300～499万円 　500～699万円 　700～999万円 　1,000万円以上

 
 

地域別と同様に、「ブランド和牛肉」の平均購入単価に属性間の格差が見られ

る。「300 万円未満」から世帯年収が上がるにしたがって購入単価は低くなって

いるが、「1,000 万円以上」で購入単価が大幅に上がっている。 

一方で、「その他国産牛肉」の平均購入単価は「700～999 万円」が「1000 万

円以上」よりも僅かながら高くなっている。 

それ以外の食材に関しては、「1,000 万円以上」の世帯で購入単価が最も高く

なっているが、「ブランド和牛肉」ほど属性間の格差は見られない。 
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１．７．購入時点での価格に対する評価 

図表Ⅱ－16 購入時点における価格評価 

（単位:%）

9.1 19.4 57.1 10.9

3.4 0

7.0 30.7 53.9 7.7

0.7 0

13.4 34.6 47.6

3.9 0.5 0

7.7 28.1 61.2

3.0 0 0

7.2 29.3 60.6

2.9 0 0

8.1 30.1 58.1

3.3 0.2 0.2

8.4 28.7 58.4

4.3 0.2 0
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「いつもより非常に安く買えた」が最も大きいのは「輸入牛肉」の 13.4%、

次いで「ブランド和牛肉」の 9.1%で、それ以外の食材では大きな違いは見られ

ない。「いつもよりやや安く買えた」は「輸入牛肉」の 34.6%が最も大きく、「輸

入牛肉」の価格に対する満足度（納得感）は他の食材と比較して高いといえる。 

「いつもより非常に高かったが買った」と「いつもよりやや高かったが買っ

た」の合計が大きいのは「ブランド和牛肉」の 14.3%で、次いで「その他の国

産牛肉」の 8.4%である。それ以外の食肉は全て 5%以下である。「ブランド和牛

肉」の場合は、価格がいつもよりも高いと感じていても購入する人がいるのに

対して、その他の食材では高いと感じたら多くの人が購入しないという消費行

動をとっているものと考えられる。 
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１．８．食肉の価格分布 

１．８．１．牛肉の価格分布 

牛肉の価格分布について分析を行う。「100 世帯当り平均購入量」とは、一週

間で牛肉を買った世帯も買わなかった世帯も合わせた 100 世帯当りの平均購入

量のことである。 

図表Ⅱ－17 牛肉 100g 当り単価帯別 100 世帯当り平均購入量 
（単位:g）
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23 0

ブランド和牛肉 その他の国産牛肉 輸入牛肉

価

格

帯

～100

～150

～200

～250

～300

～350

～400

～500

～700

～1000

～3000

 

「輸入牛肉」は、100g「200 円以下」で購入量が集中しており、「100 円以下」

の 2,515g、「150 円以下」の 2,408g と安い価格帯に購入量が集中している。前

回調査同様、「500 円以下」の価格帯までしか購入している人は存在しない。 
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「その他の国産牛肉」は広い価格帯で購買されているが、「200 円以下」での購

入量が多くなっている。 

「ブランド和牛肉」は「501～700 円」で最も購入量が多くなっているが、「そ

の他の国産牛肉」と同様に回答が分散している。 
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１．８．２．その他国産牛肉の購入形態別・価格分布 

図表Ⅱ－18 その他国産牛肉の主要購入形態別 100g 当り価格帯別平均購入量

構成比 
（単位:%） 

4.7 6.4 5.4 10.4 36.4 30.7 6.0

10.4 6.3 8.3 6.3 29.1 29.2 10.4

7.6 4.5 4.5 9.1 24.2 36.5 13.6

3.5

4.3 5.0 4.3 36.2 39.6 7.1

3.5 1.8

7.1 8.0 29.2 46.0 4.4

6.2

3.7

9.9 12.3 29.6 33.4 4.9

0

12.3 5.3 7.0 57.9 17.5

0

3.4 3.4 1.7

15.5 39.8 31.0 5.2

6.5 4.3

0

23.9 39.2 17.4 8.7

0

29.2

0

14.6 54.1

2.1 0

13.0 8.7 8.7 21.7 43.6

0

4.3

0 0 0

33.3 66.7

0 0

ブロック 切り身 角切り 焼肉用

スライス

薄切り

スライス

切れ

落とし・

小間切れ

その他

ｎ

685

48

66

141

113

81

57

58

46

48

23

3

価

格

帯

全体

～100

～150

～200

～250

～300

～350

～400

～500

～700

～1,000

～3,000

 
購入形態別の価格分布を見ると、「焼肉用スライス」と「薄切りスライス」に

関しては、高い価格帯で購入割合が高まる傾向が見られる。逆に、「切れ落とし・

小間切れ」は、低価格帯ほど購入割合が高い。前回調査と比べ、全体的に「焼

肉用スライス」の購入割合が減少し、「薄切りスライス」が増加している。 
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１．８．２．その他国産牛肉の主要部位別・価格分布 

図表Ⅱ－19 その他国産牛肉の主要購入部位別 100g 当り価格帯別平均購入量

構成比 
（単位:%） 

6.2 13.6 20.3

1.6

29.4 15.1 13.8

4.8 7.1 16.7

2.4

16.7 23.8 28.5

10.2 6.8 6.8

1.7

44.0

3.4

27.1
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0.8

43.8 12.5 15.6
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0
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1.9
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0
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0
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0 0
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0
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0 0
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ｎ
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42
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3
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帯

全体
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「図表Ⅱ－19」は、「その他国産牛肉」の購入部位別の価格分布を示している。

全体的な傾向としては、高価格帯で「ロース」の購入割合が高くなっており、

低価格帯では「ばら」「その他」の割合が高い。（「ばら」の「1,001～3,000 円」

はサンプル数が 3 件と少ないため、除外して考察する）。 
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１．９．食肉類の購入世帯率 

図表Ⅱ‐20 食肉類の購入世帯率の推移 
（単位:%）

0

50

100

精肉計 93.6 93.3 92.7 93.4 91.7 92.5

牛肉計 47.3 45.5 45.0 46.4 42.6 42.3

プランド和牛肉 7.1 6.0 6.4 7.2 6.1 5.6

その他の国産牛肉 28.0 28.7 27.8 28.0 24.7 25.0

輸入牛肉 19.0 17.0 16.6 18.1 16.3 17.0

豚肉 75.8 75.0 74.7 76.5 72.9 75.1

挽肉 37.4 34.5 37.9 34.6 35.5 33.1

鶏肉 60.9 61.5 57.9 60.1 54.6 59.0

魚類 70.0 67.5 70.5 70.3 69.9 66.9

H18/6 H18/12 H19/6 H19/12 H20/6 今回

 

 

購入世帯率の最も高い食材は「豚肉」であり、世帯購入率 75.1%、つまり 4

世帯中 3 世帯が一週間の中で豚肉を購入していることになる。 

前回の調査と比較して「その他の国産牛肉」、「輸入牛肉」、「豚肉」、「鶏肉」

において購入世帯率が上がっている 

全体的には、過去 5 回の調査も含めて世帯購入率はほぼ横ばいであり安定的

に推移している。 
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図表Ⅱ－21 食肉類の購入世帯率：地域別、年代別 

（単位:%） 

牛肉計
ブランド

和牛
その他国産

牛肉
輸入牛肉

今回調査全体 2,071 92.5 42.3 5.6 25.0 17.0 75.1 33.1 59.0 66.9

１０代 185 77.8 27.0 5.4 16.8 13.0 59.5 30.8 47.6 43.2

２０代 323 87.9 29.1 3.1 15.8 13.9 69.0 28.5 57.0 52.3

３０代 419 94.5 35.3 3.6 21.0 13.8 76.8 39.1 62.5 61.8

４０代 424 95.5 46.9 3.8 26.9 20.8 79.7 34.4 60.1 71.0

５０代 409 96.1 54.0 7.6 32.8 20.0 79.7 31.8 61.4 77.3

６０代以上 311 94.5 53.1 10.6 31.8 17.7 76.2 31.2 58.5 83.6

北海道 209 92.8 27.3 3.3 12.4 16.3 75.1 31.6 57.4 65.6

東北 208 89.4 32.2 3.8 16.8 15.9 72.1 32.7 53.4 65.9

関東 207 92.8 37.2 5.3 20.8 13.5 81.2 33.3 58.9 69.1

北陸 203 93.1 34.0 4.9 21.7 12.3 76.4 33.0 55.7 66.5

東海 204 93.6 40.2 7.4 24.5 13.7 76.5 32.8 58.8 68.1

近畿 208 93.3 51.0 8.7 35.1 13.9 76.4 33.7 61.1 76.0

中国 203 93.6 53.2 7.9 41.9 12.3 75.9 34.5 65.5 62.6

四国 207 90.8 50.7 4.3 37.7 16.4 68.1 31.4 62.3 66.2

九州 204 93.6 49.5 8.3 30.4 14.2 78.4 30.9 62.3 65.2

沖縄 218 92.2 48.2 1.8 9.6 39.9 71.6 37.2 55.0 63.8

世帯数

精肉計

魚類牛肉

豚肉 挽肉 鶏肉

 

 

食肉類の購入世帯率を年代別に見ると、「その他の国産牛肉」は、年代が上が

るに従って購入世帯率が高くなっており、特に「50 代」と「60 代以上」の購入

世帯率が高い。他は年代が上がることによる購入世帯率の増加は顕著ではない

が、牛肉計を見ると、はっきりと増加の様子が見て取れる。 

地域別に見ると、「牛肉計」の購入世帯率は、「中国」で最も高く 53.2%、次

いで「近畿」の 51.0%、「四国」の 50.7%、「九州」の 49.5%となっており、西

日本における購入世帯率が高くなっている。特に、「その他国産牛肉」において、

これらの地域の購入世帯率が高くなっている。 

「ブランド和牛」も、「近畿」で最も高く 8.7%である。 

「輸入牛肉」は、「沖縄」の購入世帯率が 39.9%と突出しているが、他の地域

では購入世帯率に大きな違いは見られない。 

「豚肉」は「関東」の購入世帯率が、「鶏肉」は「中国」の購入世帯率が、そ

れぞれ若干高くなっている。 
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１．１０．食肉加工品・惣菜その他の購入世帯率 

図表Ⅱ－22 食肉加工品その他の購入世帯率の推移 

（単位:%）
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ソーセージ

肉類惣菜 
その他の 

肉類 
ベーコン ハム 内臓 馬肉 

その他の 

加工品 
マトン・ラム 

 

食肉加工品その他の購入世帯率の推移を見ると、購入世帯率が最も高い「ソ

ーセージ」において、前回調査より 0.6 ポイント増加して 39.8%となっている。 

「ハム」は、夏場（6 月調査）で購入世帯率が高まり、冬場（12 月調査）で

購入世帯率が低下するという前回までの傾向に従っている。 

前回調査より購入世帯率が減少しているのは、「マトン・ラム」の 1.2%、「馬

肉」の 0.3%、「ハム」の 28.2%、「ベーコン」の 26.9%、「その他の肉類」の 8.4%、

「肉惣菜」の 13.2%、「その他加工品」の 13.5%であり、全体的に購買世帯率が

下がっている。 
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図表Ⅱ－23 食肉加工品その他の購入世帯率：地域別、年代別 

（単位:%） 

世帯数
マトン
・ラム

馬肉 内臓 ハム ベーコン ソーセージ
その他の

肉類
肉類惣菜

その他
加工品

今回調査全体 2,071 1.2 0.3 2.8 28.2 26.9 39.8 8.4 13.2 13.5

１０代 185 1.1 1.6 2.7 21.1 22.2 33.5 2.7 10.8 8.1

２０代 323 1.5 0.3 2.2 23.5 26.3 35.3 5.3 12.7 7.4

３０代 419 1.2 0.0 3.8 23.6 28.2 43.4 6.9 15.0 12.2

４０代 424 1.2 0.0 1.9 29.2 27.8 41.5 10.6 14.2 18.2

５０代 409 1.0 0.2 3.7 35.7 29.1 42.8 10.0 11.5 17.6

６０代以上 311 1.0 0.3 1.9 31.8 24.4 37.0 11.6 13.5 12.9

北海道 209 7.2 0.0 3.8 23.4 23.0 34.4 7.7 7.7 14.4

東北 208 0.5 1.0 3.8 24.5 26.4 38.5 5.3 21.2 11.1

関東 207 0.0 0.0 1.4 34.3 25.6 44.0 9.7 15.0 13.0

北陸 203 1.5 0.5 5.9 29.6 30.5 36.5 7.9 13.8 13.3

東海 204 0.5 0.0 2.9 27.9 22.5 37.3 8.8 13.2 11.8

近畿 208 0.5 0.0 1.0 37.0 25.0 45.7 8.7 11.1 13.5

中国 203 1.0 0.0 1.5 25.1 32.0 46.3 9.4 18.7 12.3

四国 207 0.0 0.5 0.5 31.4 23.2 34.3 7.2 9.7 12.6

九州 204 0.5 1.0 4.4 30.9 28.9 37.7 12.3 12.3 15.7

沖縄 218 0.0 0.0 2.3 17.9 31.7 43.1 6.9 9.6 17.0  
 

食肉加工品その他の購入世帯率を年代別に見ると、「30 代」から「50 代」に

購入世帯率が集中する傾向が見られる。特に、「ソーセージ」ではその傾向が顕

著である。 

「その他の肉類」は唯一、年代が上がるに従って増加する傾向が見られる。 

居住地域別では、「北海道」と「沖縄」の購入世帯率に特徴が見られる。「北

海道」では、他の地域に比べて「マトン・ラム」の購入世帯率が高く、全体の

購入世帯率が 1.2%なのに対して 7.2%と 6 倍の購入世帯率となっている。また

「沖縄」では、他の地域に比べ「ハム」の購入世帯率が低くなっているのに対

して、「ベーコン」と「その他加工品」の購入世帯率が高くなっている。 

「沖縄」で「その他加工品」の購入世帯率が高いのは。沖縄の家庭料理で頻

繁に使用される「スパム」が食べられているためであると推測される。 
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２．食肉売り場と選定基準 

２．１．購入先別買い物回数構成比 

図表Ⅱ－24 食肉の購入先別買物回数構成比 

13.1 27.3 30.7 9.7
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鶏肉

魚類

 

（単位:%）

 

「ブランド和牛肉」は、他の食材に比べ「百貨店」で購入される割合が高く

なっている。他の食材における「百貨店」からの購入率が 2.0%以下なのに対し

て「ブランド和牛肉」では 13.1%と突出している。また、「食肉専門店」の購買

比率でも「ブランド和牛肉」は他の食材より高く、購買比率は 15.9%となって

いる。 

「その他国産牛肉」も、「食品専門店」からの購入比率が比較的高い。 

「輸入牛肉」は「百貨店」ではほとんど購入されておらず、「大型スーパー」

および「食品スーパー」からの購入比率を合せると 87.6%となり、スーパーか

らの購入比率が最も高い食材である。 

「豚肉」と「挽肉」、「鶏肉」は「大型スーパー」および「食品スーパー」か

らの購入比率を合わせるとどれも 80%強となり類似した傾向となっている。 

 - 64 - 



 

図表Ⅱ－25 食肉加工品その他の購入先別買物回数構成比 

（単位:%） 
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「百貨店」からの購入比率が高い食材は、「マトン・ラム」の 10.7%、「内臓」

の 3.9%、「肉類惣菜」の 2.7%である。 

「馬肉」は、他の食材に比べ「専門店」からの購入比率が 10.0%と高い。 
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２．２．購入先別・購入世帯率 

購入世帯率は、食肉別の購入世帯を分母として各購入先からの購入率を算出

している。1 世帯で複数の購入先から食材を調達していることもあるため、購入

世帯率の合計は 100%を超えることもある。 

図表Ⅱ－26 食肉類の購入先別購入世帯率 

（単位:%）
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0.9

22.3 62.4 10.5

2.6 3.4 1.6

1.1

24.5 63.5 11.5

2.0 2.7
2.2

3.0

28.7 66.3 13.4

1.0 1.3

7.0

百貨店 大型

スーパー

食品

スーパー

生協・

農協

ディス

カウント

ストア

専門店 その他

(宅配等)

食

肉

(

魚

類

含

)

ブランド和牛肉

その他の

国産牛肉

輸入牛肉

豚肉

挽肉

鶏肉

魚類

 

「ブランド和牛肉」は、他の食肉に比べ「百貨店」で購入される割合が高く、

購入世帯率は 16.5%となっている。また、「専門店」の購入世帯率も他の食材に

比べて高い。この様に、「ブランド和牛肉」は他の食材に比べて幅広い購入先か

ら購入されている。 

「輸入牛肉」、「豚肉」、「挽肉」、「鶏肉」は、「食品スーパー」からの購入比率

が高くなっており、どの食材も 63%前後が「食品スーパー」からの購入となっ

ている。 
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図表Ⅱ－27 食肉加工品その他の購入先別購入世帯率 

12.5 25.0 45.8 12.5

4.2 0
0

0

60.0 20.0 20.0

0

20.0

0

3.5

22.8 57.9 7.0

0

5.3 7.0

2.6

25.7 57.3 11.0

1.2 1.5 3.6

1.1

25.3 60.7 8.1

2.7 1.6 3.2

0.9

25.5 60.3 8.5

1.8 1.1

5.5

1.2

29.1 62.2 12.2

2.9 2.9 2.9

2.2

27.1 57.1 8.4

1.1 2.9

7.3

0.7

21.5 60.2 14.0

1.8 2.5

6.5

百貨店 大型

スーパー

食品

スーパー

生協・

農協

ディス

カウント

ストア

専門店 その他

(宅配等)

食

肉

加

工

品

マトン

ラム

馬肉

内臓

ハム

ベーコン

ソーセージ

その他の

肉類

肉類惣菜

その他

加工品

 

（単位:%）

 

「マトン・ラム」は、「百貨店」での購入世帯率が 12.5％と突出している。 

「馬肉」は、他の食材と比べて「食品スーパー」の購入世帯率が低く、「専門

店」の購入世帯率が高い。 
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２．３．食肉小売店の選定理由 

２．３．１．利用頻度の高い食肉小売店 

図表Ⅱ－28 利用頻度の高い食肉小売店 

（単位:%） 

1.1

24.0

60.1

9.3

0.8

2.5

2.2

0.0

4.0

39.6

26.1

12.3

3.1

4.9

2.6

7.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

百貨店

大型スーパー

食品スーパー

生協・農協等

ディスカウントストア

食肉専門店

その他（宅配等）

未回答

1位店

2位店

 

「図表Ⅱ－28」は、食肉を購入する場合利用するお店として頻度の高い店を

頻度の高い順に聞いた結果である。最も利用頻度が高いのが「食品スーパー」

で 60.1%の人が第 1 位に挙げている。次いで「大型スーパー」の 24.0%、「生協」

の 9.3%と続いている。 

2 番目に利用頻度が高い店には、39.6%の人が「大型スーパー」を挙げ、次い

で「食品スーパー」の 26.1%、「生協」の 12.3%と続いており、食肉の購入先と

しては主にこの 3 つが選択されやすいことが分かる。この結果は、実際の食肉

の購入先比率とも整合している。 

また、前回調査と比較して、「生協・農協等」を挙げる割合が増加している。

これに加え、「図表Ⅱ－29 食肉小売店の選定理由」における構成比から、消費

者が食の安全性に対して敏感になっていることがわかる。 
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図表Ⅱ－29 食肉小売店の選定理由 

（単位:%） 

安い
品揃え
が多い

好きな量
が買える

気兼ねな
しで買える

商品が選
びやすい

安全性
が高い

サービス
が良い

1箇所で買
物できる

近所に
ある

品質が
良い

その他

百貨店 4.6 14.8 8.3 0.9 2.8 5.6 1.9 8.3 8.3 41.7 2.8

大型スーパー 9.3 37.2 0.7 2.6 5.8 3.1 0.3 26.2 10.9 2.3 1.5

食品スーパー 32.2 6.4 1.7 4.6 6.0 1.1 0.2 8.1 36.7 2.5 0.4

生協 7.3 3.5 1.5 4.8 9.7 35.0 0.4 2.4 18.7 12.3 4.2

食品ＤＳ 71.6 6.2 4.9 1.2 1.2 2.5 0.0 3.7 3.7 2.5 2.5

食肉専門店 10.3 9.0 16.8 0.6 3.2 14.2 1.3 1.3 4.5 37.4 1.3

その他（宅配等） 12.9 1.0 1.0 9.9 5.0 29.7 3.0 5.9 3.0 12.9 15.8  

 

最も利用頻度の高い「食品スーパー」を選択した理由は、「近所にある」が

36.7%、「安い」が 32.2%となっており、“安くて近所にあるお店”として食肉の

購買先に選ばれている。 

「大型スーパー」の場合は、「品揃えが多い」37.2%、「1 箇所で買物ができる」

26.2%が上位の選択理由として挙げられており、“ワンストップ性”が評価され

ている。 

「生協」は「安全性が高いこと」が 35.0%、「近所にある」が 18.7%と、主に

安全性が評価されて選ばれている。安全性に関しては、次いで「その他（宅配

便等）」が 29.7%と、高い評価を得ている。 

「百貨店」は「品質が良い」が 41.7%と最も高く、次いで「品揃えが多い」

の 14.8%となっており、“品質がよく品揃えが多い店”として評価されている。 

「食肉専門店」は「品質が良い」が 37.4%と高く、「好きな量が買える」が 16.8%

と唯一 10%を超える結果となっている。 

「食品ディスカウントストア」は「安い」が 71.6%と圧倒的に高くなってお

り、“とにかく安い店”ということで選択されている。 

このように小売店によって選択理由が異なっており、それぞれ店の特徴が選

択理由に表れている。 
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２．４．食肉購入の際の選定基準 

図表Ⅱ－30 食肉購入の際の選定基準 

（単位:%）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

鮮度のよさ 45.4 42.8 43.1 39.1 38.0 37.0

価格の安さ 64.7 66.6 60.8 61.9 63.9 63.5

品質の良さ 32.1 32.7 32.1 32.9 29.4 30.7

産地・銘柄等 11.2 10.9 12.7 12.8 14.7 15.7

売り場の衛生管理 3.9 4.6 4.0 2.8 3.3 3.1

安全性・安心感 17.5 16.2 17.7 19.5 20.5 18.6

国産か・輸入か 18.8 19.4 23.3 24.2 23.4 23.5

その他 0.3 0.3 0.5 0.8 0.3 0.4

H18/6 H18/12 H19/6 H19/12 H20/6 今回

 

 

食肉購入の際の選定基準を見ると、最も高いのは「価格の安さ」であり、63.5%

の人が安さを挙げている。次いで「鮮度の良さ」の 37.0%となっているが、前

回調査と比較すると 1.0 ポイント減少しており、年々減少傾向にある。 

今回の調査で回答率が上がった項目は、「品質の良さ」の+1.3%、「産地・銘柄

等」+1.0%、「国産か・輸入か」の+0.1%、「その他」の+0.1%であり、品質以外

では産地に対する関心が高まっていることが分かる。これは、最近食品に関す

る偽装問題の発覚が続いていることから、消費者の食品安全性に対する関心が

高まっているためであると考えられる。 
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２．５．肉質に対する留意点 

図表Ⅱ－31 購入時の肉質留意点 
（単位:%） 

12.4

6.4

21.6

69.2

2.6

44.0

28.5

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

霜降りが多いこと

（牛肉の場合）

霜降りが少ないこと

（牛肉の場合)

肉のしまり

（水っぽさ)

肉の色と光沢

脂身が多いこと

脂身が少ないこと

肉汁の有無

その他

 

 

購入時の肉質留意点では、「肉の色と光沢」を挙げる人が最も多く 69.2%とな

っており、「脂身が少ないこと」が 44.0%と続いている。 

脂身に関しては、「脂身が少ないこと」が「脂身が多いこと」より圧倒的に多

くなっているが、牛肉選択時の霜降りの状態に関しては、「霜降りが少ないこと」

よりも「霜降りが多いこと」を選ぶ人が多くなっており、逆の傾向となってい

る。消費者が“霜降り”と“脂身”を別のものと考えていることが分かる。 
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３．最近の食肉に対する意識について 

３．１．食肉の価格に対する意識 

「食肉の価格についてどう思いますか」という質問の回答結果を点数化し、

時系列推移を分析する。点数は、「安くなった」を-1、「変わらない」を 0、「高

くなった」を+1 とし、「分からない」を除いた回答の構成比による荷重平均で算

出している。 

図表Ⅱ－32 食肉の価格に対する意識の変化 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

-0.20

-0.10

ブランド和牛 0.43 0.37 0.30 0.43 0.48 0.37

その他の国産牛肉 0.25 0.16 0.12 0.26 0.40 0.29

輸入牛肉 -0.11 -0.16 -0.17 -0.09 0.06 -0.12

豚肉 0.12 0.07 0.08 0.23 0.44 0.34

鶏肉 -0.03 -0.05 -0.05 0.15 0.43 0.37

H18/6 H18/12 H19/6 H19/12 H20/6 今回

過去 2 回の調査では、いずれの食材においても価格意識の点数が上昇傾向にあ

った。これは、「安くなった」と感じている人が減少したか、もしくは「高くな

った」と感じている人が増加した結果であり、消費者は食肉が割高になったと

感じていた。今回の調査では、再び価格意識の点数が減少に転じ、食肉の価格

が安くなったと感じられている。「図表Ⅱ－11 食肉の購入世帯当り購入量およ

び購入単価（100g 当り）の推移」を見ると、全ての食材において購入単価が減

少しており、上図の結果と整合している。
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図表Ⅱ－33 食肉別価格に対する意識 

（単位:%） 

3.5

31.9 40.7 23.9

6.2 40.8 35.2 17.7

25.3 38.5 13.7 22.5

7.5 44.7 41.9 5.9

6.7 43.3 43.6 6.4

安くなった 変わらない 高くなった わからない

食

肉
ブランド和牛肉

その他の

国産牛肉

輸入牛肉

豚肉

鶏肉

 

 

食肉別に価格に対する意識を見ると、「高くなった」と感じる割合が高いのは

「鶏肉」の 43.6%と、「豚肉」の 41.9%である。 

前回調査（平成 20 年 6 月調査）と比べると、同割合が「鶏肉」46.8%、「豚

肉」48.0%だったことから、「高くなった」と感じている人が「鶏肉」で 3.2%、

「豚肉」では 6.1%減少している。 

「ブランド和牛肉」と「その他の国産牛肉」も、前回調査より「高くなった」

と感じる割合が減少し、「変わらない」と感じる割合が増加している。 

「輸入牛肉」は、「安くなった」が 25.3%で最も大きく、逆に「高くなった」

が 13.7%で最も小さい値となっている。 
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３．２．食肉の購入量に対する意識 

「食肉購入量は増えましたか」という質問の回答結果を点数化し、時系列的

推移を分析する。点数は、「減った」を-1、「変わらない」を 0、「増えた」を+1

とし、「分からない」を除いた回答の構成比による荷重平均で算出している。 
 

図表Ⅱ－34 食肉購入量の意識の変化 

-0.50

-0.40

-0.30

-0.20

-0.10

0.00

0.10

0.20

0.30

ブランド和牛 -0.36 -0.34 -0.34 -0.33 -0.36 -0.34

その他の国産牛肉 -0.26 -0.26 -0.25 -0.23 -0.30 -0.27

輸入牛肉 -0.46 -0.42 -0.36 -0.38 -0.36 -0.34

豚肉 0.22 0.24 0.19 0.20 0.11 0.19

鶏肉 0.16 0.19 0.12 0.15 0.07 0.12

H18/6 H18/12 H19/6 H19/12 H20/6 今回

（単位:%）

 
「ブランド和牛肉」「その他の国産牛肉」「輸入牛肉」の牛肉 3 品は、直近 6

回の調査結果全てでマイナスの値となっていることから、「購入量が減った」と

感じている人の割合が「増えた」と感じている人を上回っていることを示して

いる。一方、「豚肉」と「鶏肉」は直近 6 回ともずっとプラスであり、「購入量

が増えた」と感じている人が多いことが分かる。 

前回調査までは、「豚肉」と「鶏肉」の購入意識が逓減傾向にあったのの、今

回は増加に転じている。その他の食材についても全てポイントが増加している。 
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図表Ⅱ－35 食肉別購入量に対する意識 

（単位:%） 

4.2 49.6 38.6 7.6

7.3 54.2 34.2 4.3

7.8 43.2 41.5 7.5

31.8 54.8 12.3

1.0

28.7 53.6 16.5

1.1

増えた 変わらない 減った わからない

食

肉
ブランド和牛肉

その他の

国産牛肉

輸入牛肉

豚肉

鶏肉

 

 

「購入量が増えた」の回答は、「ブランド和牛肉」が 4.2%、「その他の国産牛

肉」が 7.3%、「輸入牛肉」が 7.8%となっており、「豚肉」の 31.8%、「鶏肉」の

28.7%に比べかなり低い回答率となっている。逆に「減った」との回答は、牛肉

3 品が圧倒的に大きな値となっている。 

「図表Ⅱ－11 食肉購入世帯当り購入量および購入単価の推移」では、「ブラ

ンド和牛肉」は他の項目と比べて、前回調査から購入世帯あたり購入量の増加

が顕著である。それにもかかわらず、購入量の意識に関して、「増えた」と感じ

ている人の割合は去年と大差がない。 

 この結果からは、特定の世帯において購入量を大幅に増やしているのか、も

しくは、消費者の購入量に対する意識と実際の購入量にギャップがあるのか、

両方の解釈が可能である。 

 - 75 - 



 

４．食肉の購入状況 

４．１．輸入食肉購入の有無（1 ヶ月）の推移 

図表Ⅱ－36 輸入食肉購入者の割合（1 ヶ月間）の変化 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

輸入牛肉 54.4% 52.8% 51.8% 52.6% 47.6% 47.4%

輸入豚肉 45.9% 46.1% 42.2% 42.4% 43.9% 43.0%

輸入鶏肉 38.5% 38.5% 30.9% 33.5% 34.3% 34.9%

H18/6 H18/12 H19/6 H19/12 H20/6 今回

 
 

最近 1 ヶ月間に輸入食肉を購入した世帯割合の推移を「図表Ⅱ－36」に示す。 

全ての購入世帯率は、前回調査とほぼ同程度の割合であるが、「輸入鶏肉」の

購入世帯率は 19 年 6 月の調査より、緩やかではあるが上昇傾向にある。 

最も購入率が高いのは「輸入牛肉」で 47.4%の世帯が購入している。次いで

「輸入豚肉」の 43.0%、「輸入鶏肉」の 34.9%の順となっている。 
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４．２．輸入牛肉の購入状況 

輸入牛肉の購入状況に関しては、「地域別」「年代別」「年収別」「世帯構成別」

の 4 区分で分析を行い、本編では特に特徴が見られる区分に関して図表を示し

分析している。その他の区分の集計結果については、別添図表を参照されたい。 

 

図表Ⅱ－37 輸入牛肉の購入割合：世帯構成別 

（単位:%） 

11.1 6.4 14.0

2.9

17.0 48.5

7.3 4.9 17.3 11.6 14.3 44.7

7.6 6.5 9.8 6.8 17.5 51.8

8.5 4.2 9.1 5.6 13.1 59.5

4.8

2.2

9.7 8.6 9.7 65.1

100% 90%以上 40～89% 20～39% 20%未満 0%

世

帯

構

成

子供が小学生

以下の世帯

成長期の子供

がいる世帯

20歳代の成人

がいる世帯

子供がいない

世帯

高齢者のみの

世帯

 
 

世帯構成別で「輸入牛肉」の購買割合が 90%以上の世帯比率で見ると、最も

購入割合の高い「子供が小学生以下の世帯」の 17.5％に対して、最も低いのが

「高齢者のみの世帯」の 7%と、半分以下になっている。 

一方、全く「輸入牛肉」を購入しない（0%）比率は、「高齢者のみの世帯」

で 65.1%と高く、「成長期の子供がいる世帯」が 44.7%と低くなっている。前回

調査と比べ、「20 歳代の成人がいる世帯」と「高齢者のみの世帯」では全く「輸

入牛肉」を購入しない（0%）比率が増加しており、それ以外の世帯では減少し

ている。 
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４．３．輸入豚肉の購入状況 

輸入豚肉の購入状況の分析も輸入牛肉と同様に、特徴が見られる結果のみ本

編で分析を行う。 

 

図表Ⅱ－38 輸入豚肉の購入割合：年代別 

（単位:%）

4.9 4.4 17.1 11.2 10.7 51.7

5.6 6.2 16.1 9.3 14.6 48.3

3.1

4.1 16.9 10.5 9.5 55.8

1.2

4.7 15.1 10.8 15.1 53.1

1.2 2.9

10.2 8.0 12.4 65.3

1.3 1.6

10.8 9.5 11.4 65.4

100% 90%以上 40～89% 20～39% 20%未満 0%

年

代
10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

 

 

輸入豚肉の購入状況を年代別で見ると、「50 代以上」の高年齢層で輸入豚肉を

購入しない人の割合が高くなっている。「0%（輸入品を購入しない）」が「50 代」

では 65.3%、「60 代以上」では 65.4%と他の世代に比べ高くなっている。 

全体的な傾向としては、年代が高くなるにつれて「輸入豚肉」を購入する割

合が低くなっている。 
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図表Ⅱ－39 輸入豚肉の購入割合：世帯構成別 

（単位:%） 

4.1

3.2

18.1 9.9 8.2 56.4

2.5

4.9 15.9 12.0 15.3 49.4

3.1

4.8 15.9 8.1 16.1 52.0

1.4 3.7

10.6 10.0 9.5 64.9

2.2 1.1

7.5 8.1 9.7 71.5

100% 90%以上 40～89% 20～39% 20%未満 0%

世

帯

構

成

子供が小学生

以下の世帯

成長期の子供

がいる世帯

20歳代の成人

がいる世帯

子供がいない

世帯

高齢者のみの

世帯

 
 

世帯構成別に見ると、「高齢者のみの世帯」で「輸入豚肉」を購入しない人の

割合が 71.5%で他の年代に比べて高くなっている。この比率が前回調査と比べ

て増加している世帯は、「子供が小学生以下の世帯」と「成長期の子供がいる世

帯」、そして「子供がいない世帯」である。 

比較的購入する人の比率が高いのが「子供が小学生以下の世帯」であり、「輸

入牛肉」の場合と同様の傾向が見られる。 
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４．４．輸入鶏肉の購入状況 

輸入鶏肉の購入状況の分析も特徴が見られる結果のみ本編で分析を行う。 

 

図表Ⅱ－40 輸入鶏肉の購入割合：年代別 
（単位:%）

5.9 4.9 13.7 9.8 11.2 54.6

6.8 4.6 11.8 8.0 12.1 56.7

3.6

4.5 13.6 7.6 9.3 61.3

2.6 3.1

13.2 6.1 10.1 64.9

1.9 1.7

6.3 4.6 9.5 76.0

1.9 1.3

7.3 6.0 11.7 71.7

100% 90%以上 40～89% 20～39% 20%未満 0%

年

代
10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

 

 

輸入鶏肉の購入状況を年代別で見ると、全体的な傾向として年代が高まるに

したがって輸入鶏肉の購入比率が低下する傾向が見られる。輸入鶏肉の購入割

合が「0%（輸入品を購入しない）」世帯の比率は年代が高まるにしたがって上

昇しており、「10 代」で 54.6%なのに対して「50 代」では 76.0%、「60 代以上」

では 71.7%となっている。 

「10 代」と「50 代」を除く全ての年代で、前回の調査と比べ、「0%（輸入品

を購入しない）」世帯が増加している。 
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図表Ⅱ－41 輸入鶏肉の購入割合：世帯構成別 

（単位:%） 

3.5

5.0 14.6 7.3 7.6 62.0

3.9
3.5

12.5 9.2 11.8 59.0

4.8

4.1

11.1 6.5 12.7 60.9

2.5
1.9

8.3 5.0 9.3 73.0

1.6 0.5

5.9 4.8 9.1 78.0

100% 90%以上 40～89% 20～39% 20%未満 0%

世

帯

構
成

子供が小学生

以下の世帯

成長期の子供

がいる世帯

20歳代の成人

がいる世帯

子供がいない

世帯

高齢者のみの

世帯

 
 

世帯構成別の購入状況を見ると、輸入豚肉と同様の傾向が見られる。具体的

には「子供がいる世帯」と「子供がいない世帯」で輸入鶏肉の購入状況に違い

が見られる。「0%（輸入品を購入していない）」の比率が「子供が小学生以下の

世帯」では 62.0%、「成長期の子供がいる世帯」が 59.0%、「20 歳代の成人がい

る世帯」が 60.9%であるのに対して、「子供がいない世帯」では 73.0%、「高齢

者のみの世帯」では 78.0%となっている。 
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５．食肉産地別の購入意向 

５．１．牛肉の産地別購入意向 

図表Ⅱ－42 牛肉の産地別購入意向 

43.9 52.9

0.4 2.9 0

1.8

37.1 44.9 16.2

0.1

1.6

45.1 30.3 22.9

0

6.4 63.9 16.5 13.1

0

4.2 56.6 19.5 19.6

0

必ず購入する 安ければ

購入する

絶対購入しない 分からない

(産地は気に

しない)

無回答

産

地

別

国産

アメリカ産

カナダ産

オーストラリア産

ニュージー

ランド産

 

 

牛肉の産地別の購入意向を「図表Ⅱ－42」に示す。 

「国産」では、「必ず購入する」が 43.9%で、「安ければ購入する」の 52.9%

と合わせると 96.8%の人が購入意向を持っている。 

一方、海外産の牛肉の場合、「国産」と比較すると購入意向が低くなっている。

「絶対購入しない」と明確に購入を否定している人の割合は、「アメリカ産」で

44.9%と最も高く、半数近くの人が購入を否定している。これは、アメリカ産牛

肉の危険部位混入（BSE）が消費者の心理に影響しているものと考えられる。 

「オーストラリア産」と「ニュージーランド産」に関しては、「必ず購入する」

の比率は低いものの、「安ければ購入する」がそれぞれ 63.9%と 56.6%おり、「ア

メリカ産」牛肉に対するような抵抗感は感じられていない。 
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５．２．豚肉の産地別購入意向 

図表Ⅱ－43 輸入豚肉の購入割合：世帯構成別 

（単位:%） 

66.3 30.8

0.5 2.3

2.7

41.3 39.6 16.4

2.3

40.9 35.6 21.2

0.7

26.8 45.4 27.1

0.5

25.0 46.7 27.8

1.7

36.1 37.4 24.8

必ず購入する 安ければ

購入する

絶対購入しない 分からない

(産地は気に

しない)

産

地

別

国産

アメリカ産

カナダ産

メキシコ産

チリ産

デンマーク産

 

 

豚肉に関しても、牛肉と同様に国産と海外産で購入意向に大きな差が見られ

る。豚肉の場合、「必ず購入する」が 66.3%となっており、国産牛肉の 43.9%と

比較しても高い。 

海外産に関しては、「メキシコ産」「チリ産」といった南米産の購買意向が若

干低くなっているものの、牛肉のように大きな差異は見られず、「絶対に購入し

ない」は 40%±5%位である。 
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５．３．鶏肉の産地別購入意向 

図表Ⅱ－44 鶏肉の産地別購入意向 

67.2 29.8

0.8 2.2

0

5.8 83.5 10.7

0.2

18.8 60.0 21.0

1.3

31.3 47.4 20.1

2.6

34.3 43.1 20.1

必ず購入する 安ければ

購入する

絶対購入しない 分からない

(産地は気に

しない)

産

地

別

国産

中国産

タイ産

アメリカ産

ブラジル産

 

（単位:%）

 

「国産」は 67.2%が「必ず購入する」と回答しており、豚肉とほぼ同程度の

値となっている。 

海外産に関しては、「中国産」は 83.5%が「絶対に購入しない」と回答してお

り、「タイ産」に関しても 60.0%が購入に対して抵抗感を感じている。これは、

中国をはじめ、東南アジアにおける鳥インフルエンザの影響であると考えられ

る。また、中国製の食品に関しては食肉以外の食材・商材においても、安全に

対して不安を感じるような事件が報道されているため、消費者心理に影響して

いるものと考えられる。 

牛肉、豚肉、鶏肉の産地別購買意向全体を見ると、BSE 問題や鳥インフルエ

ンザのように、危険性が報道された産地において著しく購買意向が低下してい

ることが分かる。 

また、「国産」に関しては、どの食材においても海外産に比べ、信頼されている

ことも分かる。 
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